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緒 言 細菌性食中毒の原因菌として近年常に上位を占めている`)。ま

た、家畜では、サルモネラ感染により、ニワトリ幼雛の敗血症性

疾病、ウマの流産、子ウシのパラチフス症などが発症するとされ

ており刀、サルモネラは、畜産業界においても家畜の管理上、

注意を払うべき重要な微生物とされている。

沖縄島の外来動物であるｼﾞｬﾜマングース（HｾmeFjemzwmi…，

以下、「マングース」という）が及ぼす影響に関する調査では、

在来動物に対する捕食o)、畜産業に対する被害，)、病原体の保

有や拡散による感染症の温床化'｡･'１）などが報告されている。

外来動物は本来その地域に存在しない動物であるため、多様な

種が相互のバランスをもって構成している生態系には負の影響が

大きい存在といえるが、場合によっては、外来種を排除する地

域と生息制御を行う地域を区分するなどの事態も想定される。そ

のためには、外来動物への対策を行う前に、その動物のﾘｽｸを

評価することが重要である。

今回、ヒトにおいては食中毒の原因菌、また、家畜において

サルモネラ属菌（以下、「サルモネラ」という）は、グラム陰

性の通性嫌気性桿菌（約2.5匹ｍｘ１似、）であり、菌体の周囲

に鞭毛を有する運動性のものと鞭毛を持たない非運動性ものが

ある')。サルモネラは、生物学的性状とDNA相関性に基づいて、

８hJ〃o"e化切花'9i℃Znと釦〃0"eノル６０"goriの2菌種に分けられ、さ

らにＳｍ〃czJは、６亜種に分類されている２１。ヒトや動物に病原

性を持つサルモネラは瓜ｅ"”icqsubspe"に"Ｃａのみで、その

他の亜種は原則的には非病原性とされている。また、血清型は

67種類の菌体抗原（O抗原）と80種類の鞭毛抗原（H抗原）の

組み合わせにより、2,200以上に分類されている，)。

サルモネラは自然界に広く存在する菌であり、ヒトや家畜のみ

だけでなく、野生動物および昆虫にも存在し４１、かつ、世界中

に分布しているためへ,)、感染の機会は常に存在する身近な細

菌である。このため、わが国ではﾋﾄにおいては、サルモネラは

､ＣＯⅡCspondingauthm(E-maU：ishibashi-osamu＠kenekigojp）
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は飼養管理の指標とされるサルモネラの保有について、沖縄島

の外来動物であるマングースをはじめとする野生動物および家畜

を対象として調査を行い、多少の知見を得たので報告する。

ルナトリウム（50mg/m1,0.7ｍl/k9,腹腔内投与）またはジエチル

エーテル（吸入投与）による麻酔を行い、全血採取により安楽

死させた後、滅菌綿棒または滅菌処理を行った爪楊枝を用いて

採取した。

材料と方法
２．方法

サルモネラの分離・同定法は、（社）日本種鶏孵卵協会の

｢サルモネラ検査法」に準じた'2)。

１．材料

2002年,月から2003年11月において、沖縄島に生息する家畜

5種：ウシ（B“mHnJs)、ヤギ（ＱＰｍｌＩｉ”,JFqeg[Ugms)、ニ

ワトリ（Gq"zJFgzW“)、バリケン（Ｃｂｊｍｍｍｏ３ｄｉａｍ)、ガチョウ

(』…rqPaser)、計224頭、野生動物5種：マングース、クマネ

ズミ（RqllwFJmlws)、ドプネズミ（Ｒａｊ“〃｡､′egic“)、オキナ

ワハツカネズミ（ﾉｗｓｍｍ")、リュウキュウジャコウネズミ（stmc“

､”"“）（以下、「ジャコウネズミ」という)、計305頭の直腸糞

を用いてサルモネラの保有状況を調査した。調査動物種ごとの

調査数は、Ｔａｂｌｅｌに示した。

家畜の直腸糞の採取は、畜産農家にあらかじめ調査の趣旨を

説明し、協力をいただける畜産施設を対象とした。また、畜産

施設は、沖縄島の北部、中部および南部から各2施設を選択し、

各施設が直線距離で4km以上離れていることにより地域による偏

りがないように考愈した。家畜の直腸糞は、畜産農家の立ち会

いの下、家畜の直腸内に滅菌綿棒を挿入して採取した。

野生動物の調査では、マングースは、調査対象の畜産施設

の周辺においてワナにより捕獲した個体と沖縄県の捕獲事業によ

り捕獲された個体を用いた。マングース以外の野生動物では、

調査対象の畜産施設の周辺にワナを設置して捕獲した。野生動

物の捕獲には、オートミールを餌としたシヤーマントラップもしくは

するめを餌としたカゴワナを使用した。ワナの点検は、１日1回と

した。目的以外の動物が捕獲された場合は、速やかにその場で

放獣した。

野生動物の直腸糞は、捕獲した野生動物をペンﾄバルビター

l）培養用試料

ニワトリの検査では、同一畜産施設から得た5羽の直腸糞をｌ

プールとしてまとめ、１検体とした。その他の家畜および野生動

物の検査では、1頭の直腸糞を1検体とした。直腸糞は、それぞ

れ約19を培養に供した。

2）増菌培養

直腸糞をHTT培地（日本製薬および栄研化学)lOmIに接種し、

41.5℃にて18～24時間培養して遅延二次増菌を行った。

3）分離培養

増菌培養後の1白金耳且をDHL培地（日本製薬）に画線塗

沫し、37.0℃にて18～24時間培養してサルモネラに典型的なコ

ロニーを得た。

これらのコロニーから2～3個を選び、それぞれ釣菌したものを

LIM培地（栄研化学）およびTSI培地（日本製薬）に接種し、

37.0℃にて18～24時間培養した。LIM培地およびTSI培地にて

サルモネラに該当する性状を示した新鮮培養菌をONPGディスク

（日本製薬）の入った滅菌精製水1ｍlに接種し、３７．０℃にて１８

～24時間培養後、βガラクトシダーゼ陰性のものをサルモネラと

した。

4）生化学的検査

分離したサルモネラは、ＩＤテストEB-20（日本製薬）により、

生化学的性状を検査した。検査項目は、硫化水素、エスクリン、

Table１．sa/h7ol7eAlaspp・isolatedfromlivestockandfcraImammalsonOkinawaisland．

Number

ExaminedSubspeciesserotypｅ
Number

lsolated
Hostspecies

Livestock

Bbstaums 1５０ e"ｒａ７ｂａ

"｡、巴'7ae
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Oranienburg

Oranienburg
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３
０
２
０
０
０
０

１
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０
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PPA、インドール、ピルピン酸ナトリウム、クエン酸、リジン、ア

ルギニン、オルニチン、ＯＮPG、尿素、マロン酸、アドニット、

インシトール、ラフィノース、ラムノース、ソルビトール、白糖、

マンニット、アラビノースである。

5）血清学的検査

分離したサルモネラは、トリプトソーヤ寒天培地（日本製薬）

およびトリプトソーヤブイヨン（日本製薬）に接種し、37.0℃にて

18時間から24時間培養した。その後、サルモネラ免疫血清（デ

ンカ生研）を用いて血清型の同定を行った。ｏ群因子血清を用

いたスライド凝集反応によりＯ抗原を、また、Ｈ血清を用いた試

験管凝集反応によりＨ抗原を検査した。Ｈ抗原の相誘導は、サ

ルモネラ相誘導用培地（デンカ生研）を用いて行った。得られ

た結果を基にKaufmann-Whiteの抗原構造表により血清型名を

確認した。

２．生化学的検査

検出したサルモネラの生化学的性状から、２６株がSblmo"ellZJ

eJDに"casubsp．“にrim（亜種Ｉ）、，株がSLeFjrep7msubsp・

Amfe"ａｅ（亜種Ⅳ）であった。６株は生化学的性状から亜種の

分類はできなかった。

SlemeF7CqsubsP.ｅ"花"czJの検出率は、ウシ200％（3/15)、

マングース100.0％（2/2)、クマネズミ100.0％（2/2)、ジャコウネ

ズミ86.4％（19/22)、Ｓ“”cqsubsp・hom花'meの検出率は、

ウシ66.7％（１０/15）であった（ｎｂｌｅ２)。

３．血滑学的検査

検出されたサルモネラについて、Ｏ血清群およびH血清群を

求め、Kauffinalm-Whiteの抗原構造表により確認した結果、

Emeritidis，Infhntis，Oraniemburg，Typhimurium，WeltevIedenの

5血消型を確認した（Tableｌ)。

動物種ごとの結果は、ウシでは血清型OranienburglOO､6％

(15/15)、マングースではEntentidislOO､6％（2/2)、ジャコウネ

ズミではInfhntis4､5％（1/22)、Typhimurium4､5％（1/22)、

WeItevreden682％（15/22)、クマネズミではWeItcwedenlOO､０

％（2/2）であった。

結果

１．サルモネラの検出結果

家畜1種および野生動物3種から41検体、４１株のサルモネラを

検出した（Tableｌ)。

家畜種ごとの検出率は、ウシで1o､0％、ヤギ、ニワトリ、バリケ

ン、ガチョウでは検出されなかった（Tableｌ)。サルモネラの検

出率について家畜種間に有意な差はみられなかった。ウシの飼

育施設Fは、飼育施設Ｂ（p<001）および飼育施設Ｃ(p<005）

よりも有意に高い検出率であった（Table２)。

野生動物種ごとの検出率は、マングースで1.5％、クマネズミ

で4.4％、ジャコウネズミで118％、ドプネズミとオキナワハツカネ

ズミではサルモネラは検出されなかった。いずれの野生動物種

においても雌雄の検出率に差は認められなかった（p>0.01）

(Tnble3)。

ｼﾞｬｺｳﾈｽﾞﾐはマングース（p<0.01）やクマネズミ（p<0.05）

と比べて有意に高い検出率を示した（Table３)。畜産施設間の

検出率に有意差は認められなかった(1)>001)。

考察

１．家畜のサルモネラ保有

サルモネラは、あらゆるほ乳類、鳥類から分離されることが知

られている１，)。しかし、今回の調査では、ヤギ、ニワトリ、バリケ

ンおよびガチョウからはサルモネラは検出されなかった。ウシに

おいては調査対象の4畜産施設のうち1施設からサルモネラを検

出し（検出率37.5％)、サルモネラ保有率に施設間で差が認めら

れた（p<0.01)。これは、畜産農家における飼料・飲料水の野

生動物による汚染防止対策や外部からの野生動物の侵入抑制

対策などの飼養管理に差があることを示唆していると考えられた。

ウシへのサルモネラの侵入原因については、導入時にウシに

Table２.Ｔｈｅｓｅｒｏｔｙｐｅｏｆａﾂﾙ、"ｅＩＭａｉｎｓｏｍｅｓｐｉｅｃｅｓｏｆｍａｍｍaIsonOkinawaisland．

Location
Hostspecies

ＦａｒｍＡＦａｒｍＢＦａｒｍＣＦａｒｍＤＦａｒｍＥＦａｒｍＦOtherFarmOther

Livestock

BDs歯urzJs

Cap'召ﾉimcuJsaagagms

Ga化ｓｇ己ｌｈＪｓ
Ｃａ胴hamoscha陶

八'7se｢ａ"sSr

Feralmammals

StJncusmL』ｍ７ｕｓ

､ｄｏ/４８＊、ｄｏ/１６＊＊

ｎｄＯｎ９

ｎｄＯ/1２、ｄｏ/２６

，．０/２

，．０/１

､ｄｏ/４８＊Ｏｒｌ５/４０＊,*＊

ｎｄＯ/1４

Ｗｅｌ／５Ｗｅｌ／1８、ｄｏ/９Ｗｅ２/１０Ｗｅ３/2７Ｗｅ５/２７

ｕｎ２ｎ８ Ｔｙｌ/2７ｕｎｌ/２７

，．０/７ｕｎ１/２７，．０/６ ，．０/３

，．０/４ Ｗｅｌ／1９Ｗｅｌ/２、ｄｏ/２

，．０/２ ，ｄｏ/２

Ｗｅ３/１５

１，１／１５

ｕｎｌ／1５

Ｍｊｓｃａｍｌｒ

篭雛:;懸',…
、ｄｏ/１

，．０/１５

Ｅｎｌ/9４Ｅｎｌ/3４

､ｄｏ/３

ノリbmes始ｓねI極ｍｃｕｓ
●

－：NotTest，、。：NotDetect］Serotype(detected/examined）
E、：Enteritidis，Ｉ、：１，伯ntis，ｏｒ：Oranienburg，Ｔｙ：TyphimuriumWe：Weltevreden，ｕ、：unknown
＊：ｐ＜0.01,＊＊：ｐ＜００５
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Table３.PositiveratioofSalh7oﾉﾌﾞe化isolatedfromfbralmammmalsonOkinawaisland．

Positive

Ratio(%）

Number

Examined

Ｎｕｍｂｅｒ

Positive
Ｈｏｓｔｓｐｅｃｉｅｓ Ｓｅｘ

Male

FemaIe

unknown

to垣Ｉ

17.0

22.8

0.0

19.8＊.＊＊

５３

５７

１

１１１

９
３
０
２

１
２

●

St"7cusmL"７７７uｓ

Male

Female

total

０
６
６

１
１

０
０
０

０
０
０

●
●
●

０
０
０ＭＪｓｃ曰nＭノ

Male

Female

total

０

１

１

０
０
０

０
０
０

０
０
０ＲａｍＪｓ〃。､ノロg７ｂｗｓ

Male

Female

unknown

tot②１

０
４
１
５

２
２
４

０
２
０
２ 稗

０
３
０
４

０
８
０
４
。

Ｒａｒｍｓｌｍｍｓ

Ｍａｌｅ

ノリb'7Des毎sたし”んUsFemale
total

６８

６４

１３２

２
０
２

2.9

0.0

1.5＊

＊：ｐ＜0.01,＊＊：ｐ＜０．０５

随伴して施設内に菌が侵入した、施設外から侵入した野生動物

により菌がウシに感染したことが考えられるが、前者は、サルモ

ネラの病原性を考慮すると畜産農家がウシの異変に気がつかな

いとは飼育管理上考えにくい。後者については、今回の調査で

ウシにみられた血清型とその施設周辺の野生動物にみられた血

滑型が一致していないので、今回の調査対象である野生動物種

が原因であるとは断定できない。従って、今回のウシへのサル

モネラ感染が、調査対象以外の野生動物によって生じたと推測

された。

検出されたサルモネラは、ヒトおよび動物に病原性を持つS

emmCpsubsp.“佗沈α（亜種Ｉ）血清型OraniembuIgと非病原

性とされているＳｃ"〃ｍｓｕｂｓｐ〃o"に"ｑｅ（亜種Ⅳ）血清型

Oranienbmgで、これらはわが国のウシにおいて過去に報告例が

ないものであった'41,】oOmnienburgは、1998年末から1999年５

月にかけてわが国で広範囲に発生した乾燥イカの加工食品によ

る食中毒の原因となった血消型であるため'`)、食品衛生上でも

重要な血清型である。本血滑型は、沖縄島のカラス（Cbrw`S

SP.）から検出されており、、今後、ウシとカラスのサルモネラ伝

搬の関連性について遺伝子型を比較するなど、詳しく調べる必

要がある。

ジャコウネズミのサルモネラ保有率は198％であり、マングース

(P<0.01）やクマネズミ(P<0.05)と比べても有意に高い保有率で

あった。また、ジャコウネズミは7畜産施設のうち、６畜産施設か

らサルモネラを検出（85.7％）し、その全てより血清型Weltevreden

を検出したことから、沖縄島のｼﾞｬｺｳﾈｽﾞﾐにおいてはWcItevIcden

がサルモネラの優占血消型であると考えられた。

マングース、クマネズミおよびジャコウネズミから検出されたサ

ルモネラは、ヒトおよび動物に病原性を持つ丘帥だ"msubsp．

e"『e｢jca（亜種Ｉ）血清型WcItevreden,Inf面ntis,Typhimunum，

Enteritidisであった。マングースは、血消型Enteritidis、クマネズ

ミからWeltevreden、ジャコウネズミからWeltevIEden，Infantis，

Typhimuriumが検出された。なお、ジャコウネズミからはじめて

血清型Wcltevrcdenが検出された。ﾏﾝｸﾞｰｽから血清型Enteritidis

が検出されたことは、新田'７１や又吉Ｚｎの報告と一致しており、

これらの結果を合わせて考えると沖縄島のマングースにおけるサ

ルモネラの優占血消型がEntcritidisであると推測された。いずれ

の血清型もﾋﾄや家畜に対して病原性を有するものであり、畜産

施設の管理の要点として、家畜とこれらの動物の接触の制御は

重要であると考えられた。

３．まとめ

本調査により、外来動物である沖縄島のマングース、クマネズ

ミ、在来動物であるジャコウネズミにサルモネラの保有が確認さ

れ、また、ヒトや家畜に対して病原性を有する血清型が検出され

ていることから、これらはﾋﾄや家畜にサルモネラを媒介する公衆

衛生上注意を要する動物であると考えられた。

サルモネラが家畜へ及ぼす影響としては、ウシ。、ウマ四)、

ブタ…)、ニワトリ2`)、イヌ刀）において報告されており、また、

沖縄島における食中毒の報告20.Z，）によれば、サルモネラは食

中毒の原因菌として上位に位置し、治療や衛生対策に関わる経

済的損失は無視できない｡、マングース")、クマネズミ、ジャコウ

ネズミの活動域が沖縄島のほぼ全域に広がり、これらの動物種

２．野生動物のサルモネラ保有

沖縄島のマングースにおけるサルモネラ保有率は1.5％で、ト

リニダード（13.0％，陽性個体；３頭/全調査個体；２３頭)、グレ

ナダ（54.5％，陽性個体；６頭/全調査個体；１１頭）Ｉｚ１よりも有

意に低く（p<0.05)、沖縄島のマングースはこれらの地域に比べ

てサルモネラの家畜やﾋﾄへの伝搬に関する脅威は低いと考えら

れた。

クマネズミにおけるサルモネラ保有率は、4.4％であり、わが国

の過去の報告の範囲内（1.9％～7.3％）'，･2゜)で、サルモネラの

伝搬に沖縄島においても重要な位置にある動物であると考えら

れた。
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におけるサルモネラの保菌は、ヒトの生活圏のサルモネラ汚染を

維持する原因のひとつと考えられた。また、家畜に対しては、

野生動物による飼料や飲用水の汚染による間接的なサルモネラ

伝搬が十分に考えられる。これらのことより、ヒトの生活環境、食

品加工施設および畜産施設へサルモネラに感染した、あるいは

そのおそれのある野生動物の侵入は強く制御されなければなら

ない。
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要約

沖縄島において、本実験では家畜と畜産施設周辺で捕獲さ

れた野生動物を対象としてサルモネラの保有状況を調査し、外

来動物であるマングースをはじめとする野生動物と家畜のサルモ

ネラ伝搬に関するリスクを評価した。その結果、家畜から検出さ

れたサルモネラの血清型と野生動物のサルモネラの血消型の間

に直接的な感染経路は確認されなかったが、家畜に病原性を持

つ血清型（Enteritidis,Typhimurium）が野生動物から確認され

たので、野生動物によるサルモネラ伝搬の可能性が示唆される

結果となった。
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